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●司会            白石 浩司 ＳＡＡ 

●点鐘              増田 昌美 会長 

●斉唱    「君が代」「奉仕の理想」 

   ♪ソングリーダー 石川 庸 会員  

 

ゲストの紹介          増田 昌美 会長 

国際ロータリー第 2590 地区第１ｸﾞﾙｰﾌﾟガバナー補佐 

神戸 博 様 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第 2590 地区第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

2012-2013 年度ガバナー補佐  山本 浩司 様 

 

 

 

 

 

 

川崎日吉ロータリークラブ幹事 

         高橋 秀樹 様 

 

 

 

 

 

 

 

来訪ロータリアンの紹介  岩井 茂次 親睦委員長 

川崎ＲＣ         市川 洋治 様 （５） 

             山本 浩文 様 （６） 

             永野  正 様 （２） 

             小口 和久 様 （２２）

（）内の数字は本年度当クラブへのメイクアップ数です  

            

６月入会祝・奥様誕生祝・会員誕生祝 

            岩井 茂次 親睦委員長 

入会祝 

・宮山 光男 会員    １９９０年０６月０６日 

・竹田 正和 会員    ２０００年０６月０７日 

・伊藤 佳子 会員    ２００４年０６月０２日 

・谷澤 幹男 会員    ２０１０年０６月２３日 

奥様誕生祝 

・寺尾 巌  会員   奥様   富美代 様 

・水口 衛  会員   奥様   史子  様 

・坂東 保則 会員   奥様   裕子  様 

・竹内 祥晴 会員   奥様   みちよ 様 

会員誕生祝 

・長島 亨 会員 

・竹中 裕彦 会員 

・鈴木 昇二 会員 

 

 

 

第１９０９回（本年度 第４４回） 例会 平成２４年 ６月６日  曇り 
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会長報告           増田 昌美 会長 

１．６月２日(土)に第２３回ローターアクト関東ブロッ

ク研修会がさいたま共済会館にて開催され、当クラ

ブから牛山会員に参加していただきました。ありが

とうございます。 

２．次年度「地区拡大増強･退会防止セミナー」の案内

が届いております。 

  日時：２０１２年７月１０日（火） １５：００～

１７：００ 

  場所：メモワールプラザソシア２１ 

３．次年度「地区ロータリー情報・広報･ＩＴセミナー」

の案内が届いております。 

  日時：２０１２年７月２６日（木） １５：００～

１７：００ 

  場所：メモワールプラザソシア２１ 

 

幹事報告            武者 惠吾 幹事   

１．財団法人麻薬・覚せい剤乱用防止センターより「ダ

メ。ゼッタイ。」国連支援募金運動のセットが届い

ています。 

 例年のことなのですが、冊子・募金箱・ポスター・

チラシ・バンドエイド等事務局においてあります。 

２．６月に入りましたので、当クラブでも例会場へはク

ールビズにてお越し下さい。 

３．他クラブの移動例会の案内を回覧させていただきま

す。メイクアップの参考にして下さい。 

４．先週、川崎大師平間寺様よりご案内頂きました「第

３６回塩原温泉川崎大師厄除不動尊年祭法要参加

のご案内」を回覧させていただきます、出来るだけ

多くの方の参加をお願いします。 

５．本日は例会終了後、１時４５分より第１２回理事会

をこの会場にて開催しますので、出席義務者の方は

お残り頂きますようお願いします。 

 

 

出席報告           船木 幸雄 委員長 

会員数 対象者 出席 欠席

1909 回 60 51 31 20 60.78 ％

1907 回 60 49 26 23 53.06 ％

4 修正出席率 61.22 ％前々回の修正・ﾒｰｸｱｯﾌﾟ　

通算 出席率

メイクアップ 

中村 眞治、船木 幸雄、渡辺 冨士夫、水口 衛     

各会員 

スマイルレポート(ニコニコボックス) 

村石 庄作 副会長 

第一グループガバナー補佐      神戸 博 様 

川崎大師ロータリークラブ、増田会長、武者幹事はじめ、

各会員の皆様、第一グループ、ガバナー補佐の神戸です。

日頃は大変、ご支援ご協力を頂き誠にありがとうござい

ます。今期も残りわずかとなりました、本日は、次年度

第一グループ ガバナー補佐 山本さんにご同行頂き、

ご紹介と、ご挨拶に参りました。どうぞ、宜しくお願い

申し上げます。 

次年度第一グループガバナー補佐  山本 浩司 様 

増田会長、武者幹事様、１年間ご苦労様でした。 

次年度 横山会長、矢野幹事様、１年間宜しくお願いい

たします。 

川崎ＲＣ             山本 浩文 様 

矢野さん、嶋崎先生、いつもお世話様です。 

本日もメーキャップでお世話かけます。 

川崎日吉ＲＣ          高橋 秀樹 様  

本日は、交換留学生のサユミちゃんを連れて来れなくな

ってしまったお詫びに参りました。 

ヨロシクお願いいたします。 

寺尾 巌 会員 

欠席がちで申し訳ありません。 

石川 庸 会員 

１．川崎クラブの山本さん、市川さんヨウコソお出でく

ださいました。 

２．神戸ガバナー補佐、山本さん、高橋さん、お久しぶ
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りです！おそろいでヨウコソいらっしゃいました。 

３．すみませんが、今日は早引き致します。 

嶋崎 嘉夫 会員  

山田先生、本日の卓話ありがとうございます。お話を楽

しみにしております。 

矢野 清久 会員 

山田先生、本日の卓話宜しくお願いいたします。夜は、

キュキューとですね。 

水口 衛 会員 

妻の誕生祝の花、ありがとうございます。 

増田 昌美 会員 

神戸さん、１年間ありがとうございました。山本さん、

宜しくお願いします。 

高橋さん、交換留学生、ご苦労様でした。 

武者 惠吾 会員 

竹下さん、誕生日おめでとうございます。いつまでもマ

ドンナでいてください。 

竹下美代子 事務局員   

お誕生日にはきれいなお花をいただき、本当にありがと

うございました。 

とてもうれしかったです。会長・幹事、会員の皆様にた

くさんの感謝をこめて･･･ 

本日のニコニコのテーマ 

「神戸ガバナー補佐、１年間お世話になりました。山本

ガバナー補佐エレクト、来年度宜しくお願いします」 

♪横山俊夫♪船山昭三♪岩井茂次♪鈴木幹久♪ 

♪谷澤幹男♪牛山裕子♪石渡勝朗♪大藪善一♪ 

♪村石庄作♪伊藤佳子♪竹中裕彦♪ 

 

委員会報告 

親睦委員会          岩井 茂次 委員長 

来週の一泊移動例会の確認です。変更等がございました

らお早めにご連絡ください。１８時に点鐘です。 

    

卓話者紹介           矢野 清久 会員 

元 東門前小学校 校長      山田 兼充 様 

昭和２４年７月２８日生まれ（６２歳）剣道大好きの 

三段の先生です。昭和４８年４月から平成２２年３月ま

で川崎市立小学校で勤務されました。 

昭和６１年度～６３年度までインドネシアメダン日本

人学校で勤務 

平成１３年度～１５年度 川崎市立上作延小学校校長 

  １６年度～１８年度 川崎市立高津小学校校長 

  １９年度～２１年度 川崎市立東門前小学校校長 

  １７年度～１８年度 川崎市国際教育研究会会長 

  １９年度   川崎市公立学校管理職組合委員長 

現在、川崎市教育委員会生涯学習推進課に非常勤として 

勤務 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話 

川崎市の教育について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供を守る、子供を伸ばすためにはどうすれば良い

のでしょう。 
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今、学校では習っていない漢字は使ってはいけない

ことになっています。その理由は、他の子が読めない、

筆順が間違いやすい、などです。私はもっと使うべき

だと思います。子供は字体で読みを覚えます。そして、

係活動のあり方も問題です。子供達が必要と思った係

は良いのですが、なかには先生が楽をするための係も

あります。出席、体育、整列、手伝いの係などです。

この係を子供達は求めていません。かつては先生係と

いうものがあり、先生の肩を揉んだり、荷物を持った

りしていました。また、席替えは子供達にとって最大

のイベントです。教育的配慮が必要です。隣に誰が来

るかは、切実な問題です。 

塾や習い事など、今子供達に余暇はどれぐらいある

のでしょう。別紙の、学校と家庭の比較、をみてくだ

さい。家庭にいる時間が長くみえますが、この中には

寝る時間も含まれています。緊張している時間が長い

と、どこかでその歪みが出ます。家庭でリラックスさ

せることがベストです。 

協力や助け合いを教えることも必要です。ピアノ理

論というものがあります。ピアノの運搬は一人では無

理ですが、二人では何台でも可能です。一人では×で

すが、二人では無限大です。天国と地獄の食事の仕方、

というものがあります。大きな丸テーブルの中心に食

べ物があり、長い箸があります。その箸で食べ物は取

れますが、長すぎて自分の口には入れられません。天

国では、その箸で別の人に食べさせます。自分も別の

人から食べさせてもらえます。地獄では、協力しない

ので散らかすだけで食べられません。 

子供達との対応ですが、迅速な対応が必要です。そ

の対応に子供達が納得できるのでしょうか。黙って俺

について来い、では駄目です。 

良い子とはどんな子でしょう。一般的には、先生や

親のいうことを良く聞く、何でもすぐやる、子が良い

子といわれていますが、はたしてそうでしょうか。子

供に大切なものは自主性です。子供にやる気を出させ

ることが必要です。 

教育の法的根拠を述べます。 

日本国憲法 第６条（教育を受ける権利 教育の義

務） 

すべての国民は、一人一人の力に合った教育を受け

ることができます。これは法律で決まっています。 

２ 親、または、それに代わる人は、子供に教育を

受けさせなければなりません。これを「義務教育」と

言います。義務教育は、お金を払わなくても良いので

す。 

教育基本法第５条や、学校教育法第１６条も大事な

条文です。 

川崎市には、「川崎市子どもの権利に関する条例」

があります。全国で初めての条例です。この条例の第

２章に子どもの権利７つの柱があります。 

１ 安心して生きる権利 

２ ありのままの自分でいる権利 

３ 自分を守り、守られる権利 

４ 自分を豊かにし、力づけられる権利 

５ 自分で決める権利 

６ 参加する権利 

７ 個別の必要に応じて支援を受ける権利 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回例会 

平成２４年６月２７日（水） 

 

会長・幹事退任挨拶 

 

：クラブ会報委員会： 

岩崎寛／川又竜志郎／久保博和／沼田直輝 
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先週 5 月 30 日の卓話 

防衛省海上幕僚監部人事教育部援護業務課援護班長 

１等海佐 西村 覚 様 

 

１ 海上自衛隊の組織 

  海上自衛隊は、自衛艦隊と５個（横須賀、呉、佐世

保、舞鶴、大湊）の地方隊及びその他の大臣直轄部隊

等によって組織されています。 

  自衛艦隊は主として護衛艦を運用する護衛艦隊、航

空機を運用する航空集団、潜水艦を運用する潜水艦隊

などから構成され、我が国周辺海域の防衛に当たって

います。 

  地方隊は、担当区域の警備及び自衛艦隊の支援に当

たっています。 

  いま私が所属している防衛省海上幕僚監部は、新宿

区市ヶ谷にあり、全国の部隊の中枢として機能してい

ます。 

２ 海上防衛力の必要性 

  我が国は、国土面積は世界第６１位ですが、排他的

経済水域では世界第６位であり、これは国土面積の約

１１倍、約３８０万平方キロに及びます。そして、こ

の経済水域を構成するのは、日本の東西南北に位置す

る小さな島々で成り立っています。このように我が国

は、広大な海洋権益を有しており、まさに「海洋国家」

と言えます。  

このように、広大な海域に対する主権を維持し、日

本人の安定した生活のため、海上防衛力が大変に重要

です。 

３ 海上自衛隊の主要装備品 

海上自衛隊では、広大な海域の主権を維持するため

に必要となる艦艇や航空機などの装備品を保有して

います。艦艇としては、ヘリコプター搭載護衛艦、イ

ージスシステム搭載護衛艦、水や燃料を補給する補給

艦、潜水艦等を保有しています。 

航空機としては、Ｐ－３Ｃ哨戒機、艦艇搭載哨戒ヘ

リコプターＳＨ－６０Ｋ哨戒機、機雷を除去するＭＣ

Ｈー１０１掃海ヘリコプター、海上に離着水できるＵ

Ｓ－１Ａ、ＵＳ－２救難飛行艇などがあります。 

 

４ 海外における活動 

  平成１３年１１月から平成２２年１月まで補給支

援特措法に基づき、インド洋において、補給支援活動

を実施しました。また、 平成２１年３月からは、ソ

マリア沖アデン湾にて護衛艦、Ｐ－３Ｃ哨戒機を派遣

し海賊対処を実施中です。これらの活動を通じて、国

際社会の平和と安全の確保に貢献しています。 

５ 東日本大震災と自衛隊の活動 

  今回の震災における自衛隊の活動の特徴は、自衛隊

創設以来最大規模の統合運用であるとともに、大震災

と福島原発事故の２正面において対応した点です。 

  海上自衛隊は岩手から茨城に至る海域を担当して

活動しました。 

おわりに 

 私は、現在、海上幕僚監部人事教育部援護業務課とい

う配置で勤務しております。我々自衛官は、５３歳か

ら５６歳で自衛隊を定年退職しなければなりません。

援護業務課は、責任を全うして定年退職する隊員が、

第二の人生を安心してスタートし、企業の皆様にとっ

ても価値ある存在となれるよう支援する組織です。 

本日お集まりいただいた皆様、そしてお知り合いの皆

様の、御支援、御協力を宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


